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 Visual liver assessment using Gd-EOB-DTPA –enhanced magnetic resonance imaging of  
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(“frog-spawn” appearance)を呈していた。EOB-MRIと腹部エコーを比較すると、EOB-MRIで認めた“frog-spawn” 
appearance、肝辺縁鈍化や胆汁うっ滞の所見は腹部エコーでは描出されず、肝実質の粗造化を認めるのみであっ




影所見の重症度と関連して中心静脈圧と肺血管抵抗が上昇する傾向を認めた。（P = 0.006、P = 0.003）。 
 
【考察】 
 本研究では、EOB-MRIによりフォンタン術後早期からの肝実質異常を描出可能であり、この組織学的変化が
術後早期より生じていること、および、造影所見の重症度が、中心静脈圧、肺血管抵抗、γ-GTPと関連している
ことを明らかにした。今回得られた特徴的な造影パターン(“frog-spawn” appearance)の機序は、フォンタン循環の
特性から説明できると考えられる。フォンタン術後は中心静脈圧の上昇により肝類洞のうっ血と虚血が肝静脈中
心から始まり、肝線維化細胞を促進するサイトカインなどの発現により肝障害を呈する機序が推察されている。
つまり、“frog-spawn” appearanceはこの肝静脈領域から始まる肝障害を反映していると考えられる。また造影減弱
と中心静脈圧、肺血管抵抗の上昇に関連を認めておりこの機序を裏付けている。造影減弱の重症度とγ-GTPの関
連については、二心室循環の慢性心不全患者でもγ-GTPの上昇を認めることが報告されており、肝うっ血による
毛細胆管の損傷や虚血などの影響が示唆されている。したがって、γ-GTPはFALDの病初期を検出する有用なバ
イオマーカになる可能性がある。EOB-MRIは造影効果の程度により、肝機能評価が可能とされており、フォン
タン術後患者においても造影パターンを詳細に検討することで、FALDの病態解明に寄与することが期待される。 
 
【結語】 
 EOB-MRIは非侵襲的に肝全体を精査できるため、潜在的なFALDを早期から検出できる有用な検査モダリティ
である。今回得られた所見がフォンタン術前から存在している可能性もあり、経年的変化も不明であることから
FALDの病態生理学的プロセス解明のため更なる縦断的研究が必要である。 
